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本日の内容

① 新型コロナウイルス (COVID-19)感染症に
よって、私達の生活をどう変わったか?

②脂肪肝の最新情報
a) MAFLDってなに?
b) 診断・治療の最前線

各パート、5分を予定しています



① 新型コロナウイルス (COVID-19)感染症に
よって、私達の生活はどう変わったか?

ソーシャルディスタンス





Mason TB, et al. J Adolesc Health. 2020 Dec 4;S1054-139X(20)30679-0. 

不健康な食生活により体重は増加する

アメリカ。南カリフォルニア在住の若者1,820名(中央値19.7歳)に体重測定と
複数回のアンケートを施行。過食者は2.5kg、そうで無い者は1.2kg体重増加。
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ソーシャルディスタンスで糖尿病は増悪

Park SD, et al. Diabetes Metabol J 2020 Dec 4. doi: 10.4093/dmj.2020.0226.

韓国。5つの基幹病院。約6,000名のコホート3つ(COVID-19, Non COVID-19×2)
で前後6か月のHbA1Cの変化を調べた。

糖尿病



Robertson M, et al. Appetite 2020 Dec 3;159:105062. doi: 10.1016/j.appet.2020.105062.

ロックダウンによる食事・運動の変化

イギリス。264名の参加者にオンラインでアンケートを施行。
試験は現在も進行中。

食欲のコントロールが難しい 食べるのに夢中である 自分がどう見えるかが気になる

より運動している もっと運動しようと思う
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生活様式の変化

精神的ストレス 運動量低下

・過食、間食増加
・飲酒量増加

・外出、通勤制限
・スポーツジム閉鎖

肥満

冷蔵庫の中の
物が増える口寂しくて

食べる

糖尿病、脂肪肝



②-a MAFLDってなに？
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脂肪肝 (Fatty Liver)

非アルコール性脂肪性肝炎
(Non-alcoholic Steatohepatitis: NASH)

非アルコール性脂肪性肝疾患
(Non-alcoholic fatty liver: NAFLD)

歴史的変遷

代謝機能障害関連脂肪性肝疾患
(Metabolic dysfunction-associated 
fatty liver disease: MAFLD)



NAFLDとは?

脂肪肝

NAFLD
Non-Alcoholic Fatty Liver Disease

NAFL

単純性脂肪肝
NASH

非アルコール性脂肪肝炎

NASH-LC
NASH肝硬変

本当に良性疾患？ 増悪の原因は本当に
線維化が全て？

明らかに肝関連疾患
による死亡多い

NAFLD/NASH診療ガイドライン2020 改定第2版 日本消化器病学会・日本肝臓学会を一部改変.

非飲酒者飲酒者

非アルコール性脂肪性肝疾患



NAFLD/NASH診療ガイドライン2020 改定第2版 日本消化器病学会・日本肝臓学会





MAFLDとは?

代謝機能障害に関連した脂肪性肝疾患

MAFLD
Metabolic dysfunction-Associated Fatty Liver 

Disease

BMI≧23 T2DM

Eslam M, et al. J Hepatol 2020;73:202-209.

BMI<23

① ウエスト径
② 血圧
③ 中性脂肪
④ HDLコレステロール

⑤ 前糖尿
⑥ HOMA-IR
⑦ HsCRP

脂肪肝

59 gまで
可

飲酒者

≧60 g/日

常習飲酒家



NAFLDからMAFLDへ

Shiha G, et al. Lancet Gastroenterol Hepatol. 2021;6:73-79.

NAFLD 
から

MAFLD
へ

偏見の減少

平凡化されない

混乱しない

健康施策への
働きかけ

患者さんの
意識向上

世間の注目

研究資金
の増加

患者組織の
増加

集学的
ケアモデル

脂肪肝では代謝因子

(肥満、糖尿病)がより大事!



②-b 診断・治療の最前線

Novo Nordisk, HPより
Transient elastography

(Fibroscan®)



診断の最前線: FAST score

Transient elastographyによる肝硬度測定
と通常採血 (AST)のみで進行NASHを診断する

Transient elastography

(Fibroscan®)

肝硬度 [LSM (kPa)]

肝脂肪化 [CAP (kPa)]

炎症 [AST (U/L)]

Newsome PN, et al. Lancet Gastroenterol Hepatol. 2020;4:362-373.

低危険群: FAST≤0.35

中間群: 0.35-0.67

高危険群: FAST≥0.67
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13%



治療の最前線: 低炭水化物食

Akter S, et al. Clin Nutr 2020 Sep 23;S0261-5614(20)30478-7.

(定義) 炭水化物から摂取するカロリーが全体の40%以下

男女約9万人を16.9年間（中央値）の追跡期間中に13,179人が死亡。
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全死亡 がん 循環器疾患 心疾患 脳血管疾患

(問題点) 1年以上の継続が困難
特に高動物性タンパク質では死亡リスクが上昇



治療の最前線: セマグルチド

Newsome PN, et al. N Engl J Med . 2020 Nov 13. doi: 10.1056/NEJMoa2028395. 

GLP-1受容体作動薬



まとめ

① COVID-19感染拡大に伴うソーシャルディスタンスの拡大
により、肥満や糖尿病、脂肪肝の増悪が懸念される。

② 2020年、MAFLDの診断概念が発表された。脂肪肝は糖尿
病や肥満等、代謝異常が重要である。

③ 脂肪肝の診断は、より侵襲の少ない採血や肝硬度測定のみで
行う試みが数多くなされている。また、現在GLP-1作動薬
をはじめとする多くの臨床治験が進行中である。


